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町内には様々な幟や看板が立っている

か？」

　……返す言

葉がありませ

んでした。そ

の通りだと思

いました。原

発のこと、チェ

ルノブイリ事

故のこと…頑

張って声を上

げている人達

がいることを

知っていなが

ら、私はずっ

と他人事で生

きてきました。

この原発事故で自分の足元に放射性物質がやって

きて、初めて声を上げることができたのです。

　その言葉のお陰で、私も「最終処分場問題」に

前向きに参加することができました。

　最終処分場反対運動が起きてからのこの 2 年間、

「守る会」の代表 ( 大山さん ) も「反対同盟会」の

執行部として活躍され、行政との信頼関係をしっ

かりと築き、私達の活動と住民・行政との架け橋

となってくれました。そして少しずつ私達の活動

を多くの方が理解して下さり、行政も支援して下

さるようになりました。

　今では保養活動のチラシを、町が印刷して学校

教育課を通して子どもたち一人一人に配ってくれ

たり、回覧板や町の広報誌でお知らせしてくれて

います。

　2 年前から隣町の矢板市の「子供の未来を考え

る会ハチドリ」の皆さんと協力して始めた甲状腺

エコー検査 ( 主催「関東子ども健康調査支援基金」)

にも募集人数を大きく上回る申し込みがありまし

た。それを受けて塩谷町では、今年度から原発事

故当時 18 歳以下だった子ども達を対象にした甲

状腺エコー検査を町でやってくれることになりま

した。

　「最終処分場問題」をきっかけに、放射能の危険

性に気づく人々が増え、町民と行政が一つとなる

流れが生まれました。

　まさに「ピンチはチャンス」なのだと思います。

＜町長選を超えて、今＞

　今年の夏には塩谷町の町長選という大きな山が

ありました。

　現職の見形町長は、「核のゴミは燃やさない・拡

散させないという鉄則に基づき、人が住めなくなっ

た場所を一箇所に集約すべき」という考えを打ち

出したため自民党を除籍されました。その見形町

長の対抗馬として、「自民党との太いパイプを使っ

て最終処分場問題を解決する」と表明した自民党

推薦の候補者との戦いになりました。まさに町民

は「この問題を自らの力で解決する道を選ぶのか、

大きな権力に頼って解決する道を選ぶのか」を問

われる選挙でした。守る会の仲間も見形町長の応

援演説などに立たせていただきました。そして見

事、見形町長が再選されました。

　「自分の町だけではなく、みんなが良くなる道」

を目指す反対運動、行政と町民が協働する塩谷町

を、今、誇りに思います。

　原発事故当時、「こんな時代に子どもを産んでよ

かったのか…」と絶望した時もありました。でも、

「ちくりん舎」の皆さまをはじめ、沢山の皆さまに

繋がり沢山のお力をいただきなら、一歩一歩活動

を続けてこられました。そして行政の中で、私達

の声に真剣に耳を傾け一緒に考えて下さる方々と

も出会うことができました。今、少しずつではあ

りますが扉が開き始め、希望を感じられるように

なりました。

　私達はまたまだ微力ですが、子ども達により良

いバトンを渡せるように、今後もがんばっていき

たいと思います。
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第 3回シンポジウム報告集　好評発売中！

―　拡販にご協力をお願いします　―

ちくりん舎　会員募集中

ちくりん舎では会員・賛助会員を募集しています。メールまた
は電話、FAX でお問合わせ下さい。
 ●正会員
   団体会員 / 年会費 1 口 10,000 円（何口でも）
   個人会員 / 年会費 3,000 円
 ちくりん舎の運営に関わり、ちくりん舎を支えていただく団体、
個人です。
●賛助会員
   年会費 1 口 1,000 円（何口でも）
 ちくりん舎の趣旨に賛同して支えていただく方々です。ちくり
ん舎のニュースレター、イベント案内等の情報が受け取れます。
★カンパも随時受け付けています。

＜市民放射能監視センター口座＞

●ゆうちょ銀行

振込口座 ： 00150-5-418213

加入者名 ： 市民放射能監視センター

	 　　　シミンホウシャノウカンシセンター

●他行からの振込の場合

店名 〇一九 （ゼロイチキュウ店 )

預金種目 ： 当座

口座番号 ： 0418213

Web サイトにてお待
ちしております。
http://chikurin.org/　

　政府は原発推進のために、3.11 福島事故をまる

で「なかったこと」にするかのように、避難指定解

除を進め、住宅支援や賠償を打ち切り、被害者の切

り捨てを進めています。今一度、福島原発事故被害

者の現状を知り、広く伝えることが大切です。

　報告集は、第 3 回シンポジウム「原発事故被害

者の今を知る～避難先から・被災地から～」で語

られた原発事故被害者の貴重な声がそのまま収め

られています。

主な目次
＜避難先から＞

「理不尽に屈するわけにはいかない」　　　
　　長谷川克己さん（郡山市から静岡県へ）

「言葉が伝える力を信じて」　　　
　　　星ひかりさん（郡山市から東京都へ）　	
＜被災地から＞

「放射能は消えていない」　小澤洋一（南相馬市）
「福島で子どもを守り生活する」菅野美成子（伊達市）　

「映像を通じて被害者の声を伝える」
イアン・トーマス・アッシュ ( 映画監督）	

　■頒布価格：500 円／冊

　■送料：3 冊まで 80 円

　　（それ以上は、3 冊毎に 80 円増）

　■申込み

　　①ちくりん舎ホームページ「お問い合わせ　

　　　ページ」

　　② E メール :lab.chikurin@gmail.com 

　　③ Fax: 042-519-9378　

　　（送り先の郵便番号、住所、氏名、冊数をお知

　　らせください）

　■支払：報告書に同封される振り込み用紙にて

　　お振込みください。


